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モンゴルにおける起業家的志向性とその形成因

ザグダホロル　ツェンベルドラム1 
平松　庸一2 

要　旨
本研究では、モンゴルにおけるアントレプレナーの共通点を洗い出し、彼らの
コンピテンシーとパーソナリティ研究領域のビッグファイブが、アントレプレ
ナーシップと起業家的志向性（Entrepreneurial Orientation：以下、EO）の形成
過程にいかなる影響を及ぼすのかを検討した。第一に、これらの構成概念からな
る理論仮説モデルを構築した。第二に、アントレプレナーシップに及ぼすスター
トアップエコシステム、育った社会・環境、学歴、職業経験などの影響も取り込
んだ。第三に、理論仮説モデルの構成概念に対して操作化を施し、COVID-19パ
ンデミックの困難な状況下、モンゴルをフィールドとした質問紙調査を実施して
データ（89サンプル、有効回答率61.8%）収集に成功した。これらの 3段階のプ
ロセスを経て、記述統計量の検討及び探索的因子分析を実施して作業仮説モデル
を構築し、算出された因子スコアを適用してモンゴルにおけるEOの構成因に関
する仮説を検証した。その結果、アントレプレナー・コンピテンシーの影響力と
アントレプレナーに年齢、性別、パーソナリティ等の影響が及ぼしていることが
判明し、またポジショニング分析から、いくつかの特徴ある知見を導出すること
ができた。

キーワード
アントレプレナーシップ、起業家的志向性（Entrepreneurial Orientation：EO）、コ
ンピテンシー、ビッグファイブ

1 　はじめに

1 ． 1 　研究の背景
モンゴルにおいては、先進国と比べかなり遅れて2010年代になってようやくアントレ
プレナーという概念が認識されはじめた。しかし、国の政策も影響して現在ではスタート
アップ企業が相次いで設立されている。特にモンゴルの若手世代にアントレプレナーシッ
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プとスタートアップ企業に関する関心が高まり、政府からもアントレプレナーシップ教育
を支援する方針を示されている。これに加えて、グローバル化とソーシャルメディアの発
展があり、このソーシャルメディアを通じ企業の成功をアピールするアントレプレナーた
ちの影響が相まって、モンゴルにおけるアントレプレナーシップへの関心が強まりつつあ
る。これらの状況に符合するかたちで、数年前からCo-workingセンターとインキュベー
ターが相次いで設立され、スタートアップのエコシステムはますます整備されつつある。
しかし、モンゴルにおけるアントレプレナーシップとスタートアップ企業に関する先行
研究は確認できるが、アントレプレナーの起業に至るまでの心理的特性の影響（例えば、
アントレプレナーとパーソナリティ研究領域のビッグファイブ等）を連結して実証した研
究は、十分にあるとは言い難い。このような背景を鑑みて、本研究ではモンゴルにおける
アントレプレナーシップの現状を把握することに加えて、どのようにしてアントレプレ
ナーシップが形成されるのかを多視点的に探究する。

1 ．2 　研究目的と研究構成
本研究は、モンゴルにおけるスタートアップ企業及びアントレプレナーの行動に焦点を
当てることによって彼らのコンピテンシー、パーソナリティ（リーダーシップの特性）1、
個性の共通点、戦略行動を明確にすることを目的とする。
本研究の構成は以下の通りである。第 2節において先行研究を整理し、第 3節では本
研究で用いる分析方法とモデルと対象データを紹介する。第 4節では、本研究の対象デー
タ分析結果を記述する。第 5節では実証結果に基づいてポジショニング分析を行い、第
6節では結論と課題を述べる。

2 　先行研究レビューと本研究の位置づけ

アントレプレナーシップとは、「事業機会を実現するために行う組織づくりや事業機会
を認識することに伴う活動、行動、そして機能のすべてを含む」（バイグレイブ、2011）2

とすることができる。つまり、アントレプレナーシップは、起業家精神のみならず、そこ
から形成される起業活動をも含意する（新藤、2016）3。これまでアントレプレナーシップ
研究を起業家の資質や特徴等から研究する試みがなされてきたが、必ずしも頑健性のある
知見の導出には成功していない（Sarasvathy, 2008）4。このようにアントレプレナーシッ
プ領域における実証研究では、方法論的に多様な模索が展開されている。彼女による
Effectuation（実効理論）からのアプローチは、当該研究領域における有効な実証方法論
として可能性を有しているといえる5。一方、近年戦略経営論領域で盛んに議論されてい
るダイナミック・ケイパビリティ研究においては、ミクロ的基礎としての起業家精神及び
そこから形成されてくる活動面からの議論も活発に行われている（Teece, 2007）6。これ
らの先行研究動向を踏まえつつ、本稿では、モンゴルにおけるアントレプレナーの活性化
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に貢献し得る研究を目指す。そのためには、設立される企業組織が、市場で存続し続ける
可能性を高める実証的提言へと連結する研究を目指す。
近年、アントレプレナーシップの実証研究領域で「起業家的志向性」（EO）が注目され
ている。江島（2018）7によると、「主に小さな組織が、新たに製品市場へ参入する中で事
業機会の探索と活用を起点とし、そこから新たな価値を生み出す戦力行動の型」と把握す
ることが可能である。当該概念の本質は守りではなく攻めであり、分析より行動、既存よ
り新規という、経営トップと一体化した組織の主体的な戦略の行動様式にある（江島、
2018）。また、EO研究においてEOの先行要因に関して研究者間では様々な意見があり、
EOの先行要因に関する研究が探求されている。Walesほか（2013）8のレビュー研究によ
ると、EOと業績の関係を強めたり弱めたりする条件になる触媒要因とEOの先行要因に関
するいくつかのモデルが示されている（図 1）9。

これらの先行研究の動向をふまえて本研究では、モンゴルのアントレプレナーの資質と
アントレプレナーシップの関係性から理論仮説モデルを構築したい。Wales et al.（2013）
の先行要因フレームワークを参考にして、「アントレプレナーの資質（A）」→「起業家精
神→起業活動（B）」→「市場生存率（C）」の視座からモデル化を行う。当該モデルにお
いて市場生存率を採用した理由は、本研究のフィールドとなるモンゴルにおいては、妥当
な業績指標の収集が困難であると判断したからである。江島（2018）では、市場正存率
の視点からEOの実証研究がなされており、当該EO性向が高いほど、小さな組織の市場正
存確率が高くなるだろうとの仮説を含意する10。ここにおいて、（B）→（C）を江島
（2018）のEO指標で操作化する。次に、アントレプレナーの資質（A）であるが、これに
関しては行動科学、組織行動論領域から多様な要因が提示されてきた。本稿では、能力と
高業績行動への連結の視点を重視してアントレプレナーのコンピテンシー概念を採用す
る。これに関しては、1983年に米国の政府機関であるUnited States Agency for 
International Development（USAID）が発展途上国 3カ国の起業家216人を対象にした研
究調査を実施し、その分析結果からアントレプレナーに求められる 7つのコンピテンシー
抽出の実証研究（重田、2017）11を適用して操作化する。さらに、（A）→（B）においてリー
ダーシップの存在は欠かせないだろう。そこで、近年リーダーシップの特性理論回帰の傾
向を促進しているパーソナリティのビッグファイブ研究を適用して「主要 5因子性格検
査の尺度構成尺度」（村上ほか、1997）12を参考に操作化を実行して、彼らの指針に準じ尺

図 1　EOの先行要因

出所：Wales et al.（2013）、p.372、翻訳；江島（2018）



20

事業創造大学院大学紀要　第12巻第 1号　2021. 4

度ごとに 2つを抽出し計10問の質問項目を作成した。前述で検討したWales et al.（2013）
におけるEOの成功要因に関しても属性項目は重要である。一般的にアントレプレナー
シップは、その起業家・アントレプレナーが生まれ育った環境、その人が受けた教育、心
理的特性、能力・職務経歴などによる影響があると言われている（松田、（2014）、新藤、
（2015）、ストーリー.D.J（2004）、バイグレイブ（2011））。またグローバルアントレプレ
ナーシップモニター（Global Entrepreneurship Monitor: GEM）13の調査結果では起業家の
年齢、ジェンダー、教育、ファイナンス、雇用創出などが起業活動に影響を与えているこ
とが明確になっている。また、筆者が2015年からモンゴルのUnread.todayサイトにおい
て毎週一社を取り上げ紹介した約200会社の紹介記事を収集分析した結果にも同様な事象
が見られた。本実証研究では年齢、ジェンダー、教育経験、職場経験、育った環境と家庭
等の属性も定量的に調査した。
以上より、本研究では、アントレプレナーのコンピテンシー、パーソナリティ研究領域
のビッグファイブ（リーダーシップの特性として）、これに加えて属性要因を加味して、
EOの決定要因を探求するモデル構築を行った。

3 　研究方法

3．1　実証研究の枠組みと理論仮説
本研究の問題意識は、第一に、モンゴルのアントレプレナーの特徴つまり彼らの共通の
属性やスタートアップエコシステムの状況因を解釈し、第二に、コンピテンシーがEOの
形成因にどのような影響を及ぼすのかを検証し、さらに、パーソナリティ要因の相関性を
確認することにある（図 2）。

理論仮説 1： モンゴルにおけるアントレプレナーのコンピテンシーが高まれば高まる
ほど、EOが高まる。

理論仮説 2： モンゴルにおけるアントレプレナーのパーソナリティのビッグファイブ
とコンピテンシーに相関がある。

理論仮説 3： モンゴルにおけるアントレプレナーのパーソナリティのビッグファイブ
とEOに相関がある。

図 2　理論仮説モデル
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この理論仮説モデルに基づいて操作化した質問項目をもとに調査、分析、考察を行う。

3 ．2 　データとサンプル
本稿では、調査対象者はウランバートル市にあるインキュベーションセンターとシェア
オフィス等に所属しているスタートアップ企業、その他のウランバートル市に営業を実施
している組織の創業者、経営者、社員を対象に調査を行った。
本調査は2020年 3月21日から開始し、全体の調査を2020年 4月21日に終了した。調査
方法はインターネットを利用しアンケート調査専用のプログラム上で回答する方式と、補
完的にプリントアウトした質問紙の両媒体を回答者の都合に合わせて採用した。アンケー
ト調査対象者144名に対し、全回答者数は90名であったがその内 1名のアンケート調査結
果は信頼性が低かったので除外し、89名のアンケート調査結果を対象としてデータ解析
を行った14。回収率は62.5％（有効回答率61.8%）で、アンケート調査は選択肢回答法と
しては単数回答法と複数回答法の双方で行った。使用した尺度は属性項目とEO項目以外
はリッカート尺度（ 5段階）を採用した。EOに関しては両端内容への主観遠近度にて解
答を得た。なお、アンケート実施に際して個人が特定されないこと、参加は自由意志であ
ること、個人に不利益がないことをアンケート開始前に説明し、その後調査を行った。回
答者の個人属性は下記の通りである（図 3～図 6）。

図 3　年齢属性

図 3～図 6の出所：アンケート調査結果分析に基づき筆者作成

図 4　性別属性

図 5　現在の所属組織での職位 図 6　所属組織
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3 ．3 　研究方法論と分析方法
本研究では、第一に、先行文献・資料の検討と、モンゴルの約200社に関する記事の集
約・翻訳からモンゴルにおけるアントレプレナー関連の情報を収集して解釈を行った。第
二に、モンゴルにおけるEO、アントレプレナーシップに関する定量的実証アンケート調
査を実施した。対象は、ウランバートルでのスタートアップ企業、その他組織に所属して
いるアントレプレナー、創業者、経営者、社員に行った（ただし社員に関しては、アント
レプレナーの特徴をより普遍的に把握するために、アントレプレナー以外のサンプルを敢
えて収集し、比較対象分析を可能にした）。当該アンケート調査の回収データに対して記
述統計分析と多変量解析を適用した。具体的には、基本統計量の算出と分布の解釈を行
い、その結果を踏まえてモデル内構成概念の操作化変数のすべてを対象に因子分析を実施
し、作業仮説モデルを構築した。次にBartlett法によって算出された因子スコアを利用し
て、回帰分析と相関分析を行い、作業仮説モデルの検証を行った。ここではコンピテン
シーからの導出因子が 1因子だったため、EO 2因子への単回帰分析を実施し、コンピテ
ンシーの 1因子、パーソナリティのビッグファイブ 3因子とEO因子への相関分析を行っ
た。最後に、作業仮設モデルを検証した結果として得られた統計的に有意な構成概念を
2軸にとってポジションニングマップを作成し解釈した。以下にこれらの解析結果を提
示し考察する。

4 　多変量解析の結果

ここにおいて、理論仮説モデルに従い主要構成概念のコンピテンシー、パーソナリティ
のビッグファイブ、EOを対象に因子分析を実行し、その結果採用された抽出因子を下記
に示す。

4 ．1 　因子分析結果
因子分析における共通性は因子抽出後の数値であり、因子負荷が0.40以上に網掛けを付

した。因子抽出法は主因子法、回転はKaiserの正規化を伴うバリマックス法を採用してい
る。以下に結果を提示する。
（ 1）構成概念コンピテンシーに対する因子分析結果
因子 1は、行動力と粘り強さという実効性に関する質問項目と粘り強さ、自信、先見

的主導力というビジョン志向に関する質問項目から構成されている。よって、当該因子を
「ビジョン志向実行力」と命名する。
（ 2）構成概念パーソナリティのビッグファイブに対する因子分析
因子 1は、協調性 1、 2と外向性 2という協調性に関する項目から構成されている。
よって、当該因子を「協調性」と命名する。
因子 2は、開放性 1と開放性 2という開放性に関連する項目から構成されている。 
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表 1　コンピテンシーに関する因子分析

表 2　パーソナリティのビッグファイブに関する因子分析
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よって、当該因子を「開放性」と命名する。
因子 3は、情緒安定性 2と情緒安定性 1という情緒安定性に関する項目から構成され

ている。よって、当該因子を「情緒安定性」と命名する。
（ 3）構成概念EOに対する因子分析

因子 1は、リスク負荷 3、リスク負荷 1、リスク負荷 2というリスクを中心とする項
目と革新性 1というイノベーションに力点を置く項目から構成されている。よって、当
該因子を「革新的リスクテイカー」と命名する。
因子 2は、革新性 2と革新性 3という革新性に関する質問項目と先駆性 1と先駆性 2
という主導的な動きに関連する質問項目から構成されている。よって、当該因子を「先駆
的革新性」と命名する。

4 ．2 　単回帰分析結果
単回帰分析においては因子分析によって算出された、Bartlett法による因子スコアを使
用する。

EO＝α×コンピテンシー＋定数＋δ
（ 1） 従属変数＝EOの革新的リスクテイカー、独立変数＝コンピテンシーのビジョン志

向実行力の場合
分散分析のF検定の結果から、 5％水準で有意（P＜.016）であった。ゆえに、当該単

表 3　EOに関する因子分析
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回帰分析を解釈することが許される。次に、調整済みR 2乗の算出結果は0.05415であっ
た。この条件のもと、単回帰分析における独立変数のベータを確認した結果、「ビジョン
志向実行力」（β＝.255、P＜.016）であった。以上より、以下の通り仮説が実証された。
「単回帰作業仮説 1：ビジョン志向実行力が高まれば高まるほど、革新的リスクテイカー
が高まる」（β＝.255、P＜.016）は採択された。
（ 2） 従属変数＝EOの先駆的革新性、独立変数＝コンピテンシーのビジョン志向実行力

の場合

分散分析のF検定の結果から、0.1％水準で有意（P＜.000）であった。ゆえに、当該単
回帰分析を解釈することが許される。次に、調整済みR 2乗の算出結果は0.137であった。 
この条件のもと、単回帰分析における独立変数のベータを確認した結果、「ビジョン志向
実行力」（β＝.383、P＜.000）であった。以上より、以下の通り仮説が実証された。
「単回帰作業仮説 2：ビジョン志向実行力が高まれば高まるほど、先駆的革新性が高ま
る」（β＝.383、P＜.000）は採択された。

4 ．3 　相関分析結果
（ 1）コンピテンシー×パーソナリティのビッグファイブとの相関解析
相関分析においては因子分析によって算出された、Bartlett法による因子スコアを使用

して相関分析を実施した（表 6）。
「相関作業仮説　ビジョン志向実行力と開放性に相関がある」は、（r＝.393＊＊＊、P
＜.000）で採択された。
（ 2）パーソナリティのビッグファイブ×EOとの相関分析
相関分析においては因子分析によって算出された、Bartlett法による因子スコアを使用

して相関分析を実施した（表 7）。

表 4　単回帰分析　従属変数：革新的リスクテイカー

表 5　単回帰分析　従属変数：先駆的革新性
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「相関作業仮説　開放性と先駆的革新性に相関がある」は、（r＝. 379＊＊＊、P＜.000）で
採択された。

4 ．4 　研究総合モデル
本研究では作業仮説の実証結果の通り、以下の知見が導出された。

採択仮説は以下の通りであった。
1） ビジョン志向実行力の因子スコアが高ければ高いほど、革新的リスクテイカーの
因子スコアは高くなる。

2） ビジョン志向実行力の因子スコアが高ければ高いほど、先駆的革新性の因子スコ
アが高くなる。

3） ビジョン志向実行力と開放性に正の相関がある。
4） 開放性と先駆的革新性に正の相関がある。
1） は、単回帰分析を行った結果からビジョン志向実行力は革新的リスクテイカーの
形成因になることが実証された。よって革新的リスクテイカーを形成するために
ビジョン志向実行力の存在が影響を及ぼすことが確認できた。

表 6　相関分析結果 表 7　相関分析結果

図 7　本研究総合モデル
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2） は、単回帰分析を行った結果からビジョン志向実行力は先駆的革新性の形成因に
なることが実証された。よって、先駆的革新を形成するためには、ビジョン志向
実行力の存在が影響を及ぼすことが確認できた。

3） は、相関分析を行った結果からパーソナリティのビッグファイブの 3因子である
協調性、開放性、情緒安定性の中から開放性だけがビジョン志向実行力に相関が
あることが確認できた。

4） は、相関分析を行った結果からパーソナリティのビッグファイブの 3因子である
協調性、開放性、情緒安定性の中から開放性だけが先駆的革新性に相関があるこ
とが確認できた。

5 　ポジショニング分析

本節では、前節の仮説検証に基づき、EO及びその形成に有意な影響因を 2軸にとり、
属性項目別にそれらの因子スコアの平均値を算出してポジショニングマップを作製して観
察した。モンゴル人アントレプレナーの特性として興味深い知見を示したものを以下に提
示する（図 8～図15）。
当該サンプルにおけるEOとの関係性からの導出知見としては、①30代、②男性、③留
学経験あり、④家族に経営者の存在、⑤職務経験が 4～ 5社に特徴的な傾向があった。

図 8　年齢別ポジションマップ16：X軸＝ビジョン志向実行力、Y軸＝先駆的革新性

図 9　性別別ポジションマップ：X軸＝ビジョン志向実行力、Y軸＝先駆的革新性

図10　性別別ポジションマップ：X軸＝先駆的革新性、Y軸＝開放性
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先行研究においても年齢、性別、学歴、職務経験などがアントレプレナーに影響を及ぼ
すという（新藤、2016 etc.）知見があり、今後継続研究により属性因の探求と同時に、育
成プログラム構築への連結を試みたい。

図11　留学経験別ポジションマップ：X軸＝革新的リスクテイカー、Y軸＝開放性

図12　留学経験別ポジションマップ：X軸＝先駆的革新性、Y軸＝開放性

図13　育った家庭別ポジションマップ：X軸＝ビジョン志向実行力、Y軸＝先駆的革新性

図14　育った家庭別ポジションマップ：X軸＝ビジョン志向実行力、Y軸＝開放性

図15　職務経験別ポジションマップ：X軸＝先駆的革新性、Y軸＝開放性

図 8～図15の出所：アンケート調査結果分析に基づき筆者作成
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6 　おわりに

6．1　結論
本研究はモンゴルをフィールドとして、「アントレプレナー・コンピテンシーが高まれ
ば高まるほど、EOが高まるだろう」、「パーソナリティのビッグファイブとコンピテンシー
との間には相関があるだろう」、「パーソナリティのビッグファイブとEOとの間には相関
があるだろう」という 3つの問題意識を持ち、これを実証するに至った。
本研究で行った分析の主たる結果として、第 1に、モンゴルにおけるビジョン志向実

行力というアントレプレナー・コンピテンシーはEOの形成因として統計的に有意である
ということが示唆された。ゆえに、その分析結果から先行研究重田孝夫（2017）でアン
トレプレナーに求められる 7つのコンピテンシーとして挙げられていたコンピテンシー
の内、行動力、粘り強さ、自信、先見的主導力が支持された。ただし、修正R 2が非常に
低いことからEOというのはかなり複雑な概念ということが浮き彫りとなった。先行研究
では実証的側面から多くのEOの形成因を説明しようとする実証的試みが蓄積されている
が、十分な説得力を有しているとは言い難い。これを勘案すると決定係数が低いことも否
めない理由であろう。
次に、パーソナリティのビッグファイブの開放性因子がアントレプレナー・コンピテン
シーのビジョン志向実行力因子とEOの先駆的革新性因子に影響を及ぼしていることが示
唆された。つまり、パーソナリティのビッグファイブの開放性はモンゴルにおけるアント
レプレナーシップには非常に重要だという知見を得た。一方で、一般的にビッグファイブ
の中からリーダーシップに対して最も重要視される外向性は有意な相関係数を得ることが
出来なかった。このような知見が見られる説明の一つとしてモンゴル人の外向性という特
性がアントレプレナーに突出する属性ではないと考えられることが示唆された。
本研究では、革新性、先駆性、リスク負荷のEOの構成尺度中で、モンゴルにおけるEO
の特性が確認できた。江島（2018）では 2社を対象に 2回行ったインタビュー調査では
リスク負荷が一番低い水準であったが、本研究分析結果からは、モンゴル人アントレプレ
ナーにとってリスク負荷と革新性が最も高い水準であることが示唆された。
最後に、作業仮説モデルを検証結果から統計的に有意な構成概念（ビジョン志向実行力、

革新的リスクテイカー、先駆的革新性、開放性）を 2軸に取り、ポジショニングマップ
を作成した結果、モンゴル人アントレプレナーの特性としてより重要な要因を導出するこ
とが出来た（表 8）。
本研究で行った分析では、モンゴルにおけるEOの構成因を探索的因子分析から導出し、

これへのアントレプレナー・コンピテンシーの影響力の有意性を実証した。またアントレ
プレナーに年齢、性別、職務経験、育った家庭、パーソナリティ（ビッグファイブの開放
性）等が影響を及ぼしているいくつかのエビデンスを提示することに成功した。これは今
回の研究のモンゴルにおけるアントレプレナーシップ研究領域における重要な導出知見の
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一つであろう。

6 ．2 　残された課題、及び今後の展望
本研究の実証調査は、2020年 3月～ 4月に実施された。世界的に拡大するパンデミッ
クの制約状況により当初の予定と異なり、研究の縮小化を余儀なくされた。
本研究の主たる限界として以下の 3つがあり、その限界を克服すべく今後、継続研究

を実施する予定である。
1） モンゴルのベンチャー企業の財務業績情報入手の困難性から「EO→業績」の実証
つまりEOをベンチャー企業の業績及び財務業績と連結し実証できなかった。

2） 本研究では、当初アントレプレナーのエフェクチュエーション・アプローチを模
索していた。しかし、突然のパンデミックという制約条件から自国での聞き取り
調査が不可能となったことにより、コーゼーションによる実証方法論を採用した。
今後、実効論からの研究アプローチを付加してアントレプレナー研究の深耕を行
いたい。

3） 本研究のサンプリングは特定国に制限されているが、普遍的観点からアジア諸国
との比較研究を予定している。

以上、本研究には制約条件及び将来への追加研究の必要性を多々残す結果となったが、
当該研究領域における貢献を少しでも出来るよう継続して研究を深めていく所存である。

【注】
1 本研究では、アントレプレナーのコンピテンシーと、EOに影響するであろう要因としてパーソナ

リティ研究領域のビッグファイブをモデルに投入した。パーソナリティのビッグファイブは、 5つ
の基本的なパーソナリティの要素（開放性、誠実性、外向性、協調性、情緒安定性）が他のすべて
のパーソナリティの基礎にあることが多くの実証研究から裏づけられつつある概念であり、近年、
リーダーシップの特性理論研究において有用性が高いと評価されている。

表 8　モンゴル人アントレプレナーの特性として重要な要因

出所：アンケート調査結果分析に基づき筆者作成
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